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■
木
島
平
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
が
北
信
大
会
２
連
覇
！  

 

木
島
平
村
消
防
団
で
は
、
消
防
技
術
の
向
上
の
た
め
、
毎
年
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
お
互
い
の
ポ
ン
プ
操
法
や
ラ

ッ
パ
吹
奏
の
技
術
を
競
い
合
い
、
村
の
代

表
を
決
め
て
い
ま
す
。 

 

村
の
代
表
と
な
っ
た
チ
ー
ム
は
、
近
隣

の
６
市
町
村
で
行
う
『
北
信
大
会
』
に
出
場

し
ま
す
が
、
今
年
の
北
信
ラ
ッ
パ
吹
奏
大

会
で
、
木
島
平
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
が
昨

年
に
引
き
続
き
優
勝
し
、
県
大
会
に
２
年

連
続
し
て
出
場
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。 

毎
日
の
仕
事
の
後
、
夜
遅
く
ま
で
練
習

し
た
成
果
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。 

県
大
会
の
結
果
は
、
13
チ
ー
ム
中
６
位

と
健
闘
し
、
木
島
平
村
消
防
団
の
吹
奏
技

術
の
高
さ
を
県
内
に
示
し
ま
し
た
。 

  

■
調
布
観
光
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
店
し
ま
す 

 

調
布
観
光
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
今
年
も
木
島
平
村
が
出
店
し
ま
す
。
今
年

は
調
布
の
花
火
大
会
が
秋
に
移
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
さ
こ
い
祭
り
と
重
な

る
こ
の
週
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
村
か
ら
新
鮮
な
夏
野
菜
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！ 

 

【
日
時
】 

８
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時 

 

【
場
所
】 

市
役
所
前
広
場 

  

高
社
山
の
新
登
山
道
に
期
待
！ 

埼
玉
県
嵐
山
町 

 

髙
木 

弘
（
山
口
出
身
） 

 

信
州
100
名
山
の
高
社
山
は
１
，
３
５
１
ｍ
の
山
で
す
が
、
と
て
も
存
在
感

の
あ
る
大
き
な
山
で
「
高
井
富
士
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
元
で

は
「
た
か
や
し
ろ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
28
年
８
月
11
日
が
「
山
の
日
」
と
し
て
祝
日
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
記
念
し
て
、
ふ
る
さ
と
木
島
平
村
を
含
め
地
元
の
市
町
村
で
は
高
社
山
を

大
々
的
に
売
り
出
そ
う
と
登
山
を
計
画
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た

と
聞
き
ま
す
。 

現
在
、
高
社
山
の
登
山
コ
ー
ス
は
３
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
。 

【
赤
岩
コ
ー
ス
】 

登
り
２
時
間
40
分 

中
野
市
内
か
ら
夜
間
瀬
川
を
渡
り
、
道
な
り
に
赤
岩
の
谷
厳
寺
を
目
指
し

ま
す
。
谷
厳
寺
の
100
ｍ
手
前
の
車
道
下
に
は
高
社
神
社
拝
殿
と
中
野
市
の
登

山
者
用
ト
イ
レ
が
あ
り
、
谷
厳
寺
を
左
に
見
て
農
道
を
す
す
む
と
「
登
山
口
」

の
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
尾
根
に
取
り
つ
く
が
、
次
第
に
し
っ
か
り
し
た

尾
根
に
な
り
ま
す
。
途
中
の
道
に
は
石
造
十
三
仏
が
置
か
れ
、
案
内
板
や
登
山

道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
へ
の
道
は
稜
線
を
ゆ
る
く
登
り
ま
す
。
大
日

如
来
、
八
幡
神
な
ど
の
石
祠
を
経
て
、
急
坂
を
ひ
と
登
り
す
る
と
、
高
社
神
社

奥
社
。
大
き
な
岩
窟
の
な
か
に
社
殿
が
あ
り
ま
す
。
更
に
15
分
ほ
ど
で
高
社

山
山
頂
に
着
き
ま
す
。
木
造
の
展
望
台
が
あ
り
見
事
な
展
望
が
得
ら
れ
ま
す
。 

【
夜
間
瀬
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス
】 

登
り
１
時
間
25
分 

正
面
ゲ
レ
ン
デ
の
左
側
の
砂
利
の
作
業
道
を
登
り
、
リ
フ
ト
の
最
終
点
へ

登
り
き
っ
た
ら
、
背
の
低
い
灌
木
林
の
中
を
登
っ
て
す
ぐ
に
山
頂
。 

【
木
島
平
口
登
山
道
】 

リ
フ
ト
使
用
で
15
分 

山
頂
リ
フ
ト
終
点
か
ら
15
分
ほ
ど
で
山
頂
。
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
は
運
行

不
定
期
の
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。 

村
で
は
本
年
度
に
第
７
リ
フ
ト
や
ま
び
こ
沢
沿
い
を
登
り
、
ブ
ナ
林
を
通

平
成
29
年
８
月
10
日
発
行 
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り
、
村
や
千
曲
川
が
見
渡
せ
る
ゲ
レ
ン
デ
を
横
断
し
、
ゲ
レ
ン
デ
左
側
を
登
る

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
そ
う
で
す
。（
広
報
き
じ
ま
平
２
月
号
に
掲
載
） 

新
登
山
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
毎
日
新
聞
旅
行
「
ま
い
た
び
」
で
は
「
高
社
山
と
奥
鬼
無
里
の
水
芭
蕉
と
ブ

ナ
の
新
緑
コ
ー
ス
（
１
泊
）」
で
（
赤
岩
、
夜
間
瀬
コ
ー
ス
）
で
案
内
し
て
い

ま
す
が
、
木
島
平
口
登
山
道
新
設
に
伴
い
パ
ノ
ラ
マ
ホ
テ
ル
、
カ
ヤ
の
平
の
ブ

ナ
林
、
馬
曲
温
泉
入
湯
券
等
を
セ
ッ
ト
で
売
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
村
外
向

け
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

帰
郷
便
り 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

 

小
林 

荘
志
（
内
山
出
身
） 

 

７
月
の
15
日
か
ら
の
３
連
休
を
利
用
し
て
、
美
し
い
緑
、
清
冽
な
水
、
凛

と
し
た
空
気
が
豊
か
な
、
郷
里
の
木
島
平
村
へ
帰
郷
し
て
来
ま
し
た
。
15
日

の
夕
方
に
父
の
３
回
忌
法
要
を
済
ま
せ
、
夜
は
内
山
の
柱
松
子
祭
事
を
見
学

し
、
翌
16
日
の
日
曜
日
は
、
馬
曲
の
「
郷
の
家
」
で
の
「
昭
和
レ
ト
ロ
食
彩
紀

行
」
に
参
加
の
後
、
真
夏
と
は
思
え
ぬ
涼
し
さ
の
カ
ヤ
の
平
高
原
ロ
ッ
ヂ
で
泊

ま
り
、
樹
齢
300
年
の
ブ
ナ
樹
林
・
ワ
タ
ス
ゲ
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
き
乱

れ
る
北
ド
ブ
湿
原
を
散
策
し
て
来
ま
し
た
。 

 

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
昼
は
関
東
地
方
と
同
じ
30
度
の
夏
日
で
す
が
、

朝
夜
は
流
石
に
涼
し
く
、
昔
の
ま
ま
の
田
舎
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

内
山
の
柱
松
子
の
祭
事
に
つ
い
て
は
、
昨
夏
の
当
誌
面
で
掲
載
紹
介
し
た

の
で
説
明
は
略
し
ま
す
が
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
を
祈
る
村
民
の
気
持
ち
が

反
映
し
、
盛
大
な
３
時
間
の
ド
ラ
マ
で
し
た
。
そ
の
夜
は
馬
曲
の
「
梨
の
木
荘
」

で
泊
ま
り
、
翌
朝
、
露
天
風
呂
で
鋭
気
を
養
っ
た
後
、「
郷
の
家
」
で
今
年
も

催
さ
れ
た
「
昭
和
レ
ト
ロ
食
彩
紀
行
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
囲
炉
裏
を
囲
ん
で

イ
モ
ナ
マ
ス
を
腹
一
杯
頂
き
、
紅
鱒
の
炉
端
焼
き
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
花
や
実
の

天
ぷ
ら
、
田
植
え
煮
物
、
山
う
ど
の
煮
物
、
や
し
ょ
う
ま
、
芋
の
煮
転
が
し
、

信
州
サ
ー
モ
ン
の
お
造
り
、
笹
ず
し
、
早
ソ
バ
、
お
や
き
、
熊
肉
汁
、
山
菜
お

こ
わ
、
そ
の
他
沢
山
の
田
舎
料
理
の
ほ
か
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ト
マ
ト
、
モ
モ

な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
食
彩
を
傍
ら
に
50
年
以
上
の
昔
を
偲
び

つ
つ
、
満
腹
に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
翌
日
の
カ
ヤ
の
平
高
原
も
素
晴
ら
し
く
、

樹
齢
300
年
以
上
の
白
肌
大
樹
の
ブ
ナ
林
の
ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
た
高
原
の
空
気
は
、

体
の
奥
深
く
迄
沁
み
込
む
外
気
の
味
も
ま
た
格
別
で
し
た
。
あ
ま
り
急
で
な

い
山
道
を
30
分
程
登
っ
た
所
の
八
剣
山(

１
，
６
７
６
ｍ 

馬
曲
の
奥
山)

、
台

倉
山(

１
，
８
５
３
ｍ)

、
高
標
山(

１
，
７
４
８
ｍ 

志
賀
高
原
側)

に
囲
ま
れ

た
低
地
に
北
ド
ブ
の
湿
原
が
広
が
り
、
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
う
湿
原

に
は
、
未
だ
ワ
タ
ス
ゲ
の
花
が
一
面
に
白
く
咲
き
残
り
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
も

黄
色
い
花
を
付
け
、
ア
ヤ
メ
の
紫
の
花
も
目
を
引
き
ま
し
た
。 

 

ロ
ッ
ジ
前
の
牧
場
に
は
、
乳
牛
や
綿
羊
が
放
た
れ
、
伸
び
伸
び
と
人
目
を
気

に
し
な
い
で
呑
気
に
草
を
食
ん
で
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
場(

約
100
張
り
の
テ
ン

ト)

も
県
内
外
の
大
人
子
供
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
下
界
と
は
一
味
違
っ

た
至
福
な
世
界
で
あ
り
、
目
に
染
み
る
緑
と
清
冽
な
涼
気
は
、
に
ぎ
り
飯
や
お

酒
の
味
を
一
味
も
二
味
も
美
味
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

兄
弟
姉
妹
達
９
人
の
家
族
連
れ
の
、
楽
し
い
賑
や
か
な
旅
行
で
し
た
が
、
来

夏
も
又
こ
こ
で
の
再
会
を
約
束
し
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
散
会
し
ま
し
た
。 

          

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

【
毎
月
５
日
ま
で
に
左
記
へ
ご
送
付
く
だ
さ
い
。】 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９ 

２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 
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